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(57)【要約】
　本発明に係る実施例に従い、端末機器の電源オフ動作
を制御するための方法と装置が開示され、当該方法は、
前記端末機器が電源オンされた後に、前記端末機器の使
用状態を表す情報を獲得するステップ；および、前記獲
得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従っ
て、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源
オンされていると判定したならば、前記端末機器を制御
して電源オフ動作を実行するステップ；を具備する。本
発明に係る実施例に従うならば、端末の電源は、オフの
操作がされた後は、必ずしも常にオン状態のままとは限
らない。むしろ、本発明の実施例においては、端末が正
常でない電源オン操作によりオンされた状態であるか否
かが最初に検出され、端末の梱包作業と輸送の過程にお
いて、不慮のミスにより電源スイッチに対して偶発的に
オン操作がされたことにより、端末がオン状態になって
いる場合には、端末が「正常でない電源オン操作」によ
りオンされた状態であることを検出可能であり、その場
合には、端末を制御してオフ状態とし、その結果として
、「正常でない電源オン操作」により浪費されていたか
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末機器の電源オフ動作を制御するための方法であって：
　前記端末機器が電源オンされた後に、前記端末機器の使用状態を表す情報を獲得するス
テップ；および、
　前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると判定したならば、前記端末機器を制御し
て電源オフ動作を実行するステップ；
を具備する方法。
【請求項２】
　前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、ＳＩＭ（Subscriber　Identity　Module）
カードについての端末使用状態を表す情報を含み、
　前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、前記端末機器にＳ
ＩＭカードが全く挿入されていない状態であることを、前記ＳＩＭカードについての端末
使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により
電源オンされていると判定する動作を含む、
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、ＷｉＦｉ（Wireless　Fidelity）ユーザの
数についての端末使用状態を表す情報を含み、
　前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、前記端末機器にア
クセスしているＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態であることを、前記ＷｉＦｉユーザ
の数についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない
電源オン操作により電源オンされていると判定する動作を含む、
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載された方法。
【請求項４】
　前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスして
いるユーザの数についての端末使用状態を表す情報を含み、
　前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、前記端末機器をア
クセスしているＢｌｕｅｔｏｏｔｈユーザが全く存在しない状態であることを、前記Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザの数についての端末使用状態を表す情報
が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされている
と判定する動作を含む、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３の中の何れか一項に記載された方法。
【請求項５】
　前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）インタ
ーフェースについての端末使用状態を表す情報を含み、
　前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、端末機器のＵＳＢ
インターフェースに外部接続機器が全く接続されていない状態であることを、前記ＵＳＢ
インターフェースについての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器
が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定する動作を含む、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４の中の何れか一項に記載された方法。
【請求項６】
　前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、充電器についての端末使用状態を表す情報
を含み、
　前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
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でない電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、端末機器の充電器
インターフェースに充電器が全く接続されていない状態であることを、前記充電器につい
ての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操
作により電源オンされていると判定する動作を含む、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項５の中の何れか一項に記載された方法。
【請求項７】
　前記端末機器の電源オフ動作を制御するための具体的な動作は、
　前記端末機器の電源がオン状態にされた後であって、かつ前記端末機器の使用状態を表
す前記情報を獲得する前の時点においてタイマーによる時間計測を開始するステップ；お
よび、
　前記タイマーにより計測した期間が事前に設定された時間計測期間に達したならば、前
記端末機器を制御して電源オフ動作を実行するステップ；
により実現されることを特徴とする請求項１乃至請求項６の中の何れか一項に記載された
方法。
【請求項８】
　前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると前記判定された場合には、前記タイマー
は動作を終了させられ、再度初期化される、
ことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　端末機器の電源オフ動作を制御するための装置であって：
　前記端末機器が電源オンされた後に、前記端末機器の使用状態を表す情報を獲得するよ
うに構成された獲得ユニット；
　前記獲得ユニットにより前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従っ
て、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように
構成された検出ユニット；および、
　前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていることを、前記検出ユ
ニットが前記判定したならば、前記端末機器を制御して電源オフ動作を実行する制御ユニ
ット；
を具備する装置。
【請求項１０】
　前記獲得ユニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、
ＳＩＭ（Subscriber　Identity　Module）カードについての端末使用状態を表す情報を含
んでおり、
　前記検出ユニットは、具体的には、前記端末機器にＳＩＭカードが全く挿入されていな
い状態であることを、前記ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報が示している
ならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するよ
うに構成されている、
ことを特徴とする請求項９記載の装置。
【請求項１１】
　前記獲得ユニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、
ＷｉＦｉ（Wireless　Fidelity）ユーザの数についての端末使用状態を表す情報を含んで
おり、
　前記検出ユニットは、具体的には、前記端末機器にアクセスしているＷｉＦｉユーザが
全く存在しない状態であることを、前記ＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表
す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされ
ていると判定するように構成されている、
ことを特徴とする請求項９または請求項１０に記載された装置。
【請求項１２】
　前記獲得ユニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、



(4) JP 2015-504277 A 2015.2.5

10

20

30

40

50

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザの数についての端末使用状態を表す
情報を含んでおり、
　前記検出ユニットは、具体的には、前記端末機器をアクセスしているＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈユーザが全く存在しない状態であることを、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセス
しているユーザの数についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機
器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されている
、
ことを特徴とする請求項９乃至請求項１１の中の何れか一項に記載された装置。
【請求項１３】
　前記獲得ユニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、
ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）インターフェースについての端末使用状態を表す情報
を含んでおり、
　前記検出ユニットは、具体的には、端末機器のＵＳＢインターフェースに外部接続機器
が全く接続されていない状態であることを、前記ＵＳＢインターフェースについての端末
使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により
電源オンされていると判定するように構成されている、
ことを特徴とする請求項９乃至請求項１２の中の何れか一項に記載された装置。
【請求項１４】
　前記獲得ユニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、
充電器についての端末使用状態を表す情報を含んでおり、
　前記検出ユニットは、具体的には、端末機器の充電器インターフェースに充電器が全く
接続されていない状態であることを、前記充電器についての端末使用状態を表す情報が示
しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判
定するように構成されている、
ことを特徴とする請求項９乃至請求項１３の中の何れか一項に記載された装置。
【請求項１５】
　前記装置は：前記獲得ユニットが、前記端末機器の使用状態を表す前記情報を前記獲得
する前の時点においてタイマーによる時間計測を開始するように構成されたタイミング・
ユニット；をさらに含んでおり、
　前記制御ユニットは、前記タイマーにより計測した期間が事前に設定された時間計測期
間に達したならば、前記端末機器を制御して電源オフ動作を実行するように具体的に構成
されており、
　前記タイミング・ユニットは、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オン
されていると前記検出ユニットが前記判定した場合には、前記タイマーの動作を終了させ
、再度初期化するようにさらに構成されている、
ことを特徴とする請求項９乃至請求項１４の中の何れか一項に記載された装置。
【請求項１６】
　請求項１乃至請求項８の中の何れか一項に記載された方法をコンピュータに実行させる
ためのプログラムが記録されているコンピュータ読み出し可能記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野と関係し、より具体的には、端末機器の電源オフ動作を制御
するための方法と装置に関係する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、例えば、バッテリー電源を有するルータ型端末や可搬型のモバイル端末等のよう
に、バッテリーが本体から分離されていない形態の端末機器が数多く存在する。これらの
端末機器の梱包作業と輸送の過程において、不慮のミスにより電源スイッチに対して偶発
的にオン操作がされてしまうことにより、これらの端末機器は、電源がオン状態にされて
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しまう場合がある。この場合、上述したような不慮のミスによる電源オン操作は、その時
点においてユーザが当該端末機器を使用したいとは思っていないにも拘らず実行されるの
で、「正常でない電源オン操作」と呼ばれる。当該「正常でない電源オン操作」により端
末機器の電源がオン操作されると、当該端末機器内部のバッテリー容量は浪費され、その
結果、ユーザが当該端末機器を正常にオン操作した際に、バッテリー容量内の充電量が少
ないか又は全く残っていないことにより、当該端末機器は、ユーザによる使用のために電
源オンすることができなくなっている可能性がある。例えば、当該端末機器が輸送中に「
正常でない電源オン操作」により電源オン操作がされていると、当該端末機器が番号割り
当てのために運用管理者の保管庫に到着した時点では、番号割り当ての作業中において、
バッテリー容量内の充電量が予期した以上に少ないことにより、当該端末機器は最初は電
源オンが出来ない状態になっているかも知れない。
【発明の概要】
【０００３】
　上述した「正常でない電源オン操作」によるバッテリー容量の浪費に起因して、端末機
器が最初の時点では電源オンすることができない場合が生じ得るという従来技術の問題点
を解決するために、本発明に係る複数の実施例は、端末機器の電源オフ動作を制御するた
めの方法と装置を開示する。
【０００４】
　従来技術における上述した問題点を解決するために、本発明に係る複数の実施例は、以
下において後述するような技術的解決方法を開示する。
【０００５】
　本発明に係る第１の側面においては、端末機器の電源オフ動作を制御するための方法が
開示され、当該方法は：前記端末機器が電源オンされた後に、前記端末機器の使用状態を
表す情報を獲得するステップ；および、前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前
記情報に従って、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判
定したならば、前記端末機器を制御して電源オフ動作を実行するステップ；を含むことを
特徴とする構成を採る。
【０００６】
　上述した本発明に係る第１の側面と組み合わせて実施するために、上述した本発明に係
る第１の側面を実現可能な第１の実装形態においては、前記端末機器の使用状態を表す前
記情報は、ＳＩＭ（Subscriber　Identity　Module）カードについての端末使用状態を表
す情報を含み、前記獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端
末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、前記
端末機器にＳＩＭカードが全く挿入されていない状態であることを、前記ＳＩＭカードに
ついての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オ
ン操作により電源オンされていると判定する動作を含むことを特徴とする。
【０００７】
　上述した本発明に係る第１の側面または当該第１の側面を実現可能な第１の実装形態と
組み合わせて実施するために、上述した本発明に係る第１の側面を実現可能な第２の実装
形態においては、前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、ＷｉＦｉ（Wireless　Fide
lity）ユーザの数についての端末使用状態を表す情報を含み、前記獲得された前記端末機
器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電
源オンされていると前記判定する動作は、前記端末機器にアクセスしているＷｉＦｉユー
ザが全く存在しない状態であることを、前記ＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態
を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オン
されていると判定する動作を含むことを特徴とする。
【０００８】
　上述した本発明に係る第１の側面、当該第１の側面を実現可能な第１の実装形態、また
は当該第１の側面を実現可能な第２の実装形態の何れかと組み合わせて実施するために、
上述した本発明に係る第１の側面を実現可能な第３の実装形態においては、前記端末機器
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の使用状態を表す前記情報は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を介してアクセスしてい
るユーザの数についての端末使用状態を表す情報を含み、前記獲得された前記端末機器の
使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オ
ンされていると前記判定する動作は、前記端末機器をアクセスしているＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈユーザが全く存在しない状態であることを、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセス
しているユーザの数についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機
器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定する動作を含むことを特徴
とする。
【０００９】
　上述した本発明に係る第１の側面、当該第１の側面を実現可能な第１の実装形態、当該
第１の側面を実現可能な第２の実装形態または当該第１の側面を実現可能な第３の実装形
態の何れかと組み合わせて実施するために、上述した本発明に係る第１の側面を実現可能
な第４の実装形態においては、前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、ＵＳＢ（Univ
ersal　Serial　Bus）インターフェースについての端末使用状態を表す情報を含み、前記
獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常でない
電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、端末機器のＵＳＢインタ
ーフェースに外部接続機器が全く接続されていない状態であることを、前記ＵＳＢインタ
ーフェースについての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると判定する動作を含むことを特徴とする。
【００１０】
　上述した本発明に係る第１の側面、当該第１の側面を実現可能な第１の実装形態、当該
第１の側面を実現可能な第２の実装形態、当該第１の側面を実現可能な第３の実装形態ま
たは当該第１の側面を実現可能な第４の実装形態の何れかと組み合わせて実施するために
、上述した本発明に係る第１の側面を実現可能な第５の実装形態においては、前記端末機
器の使用状態を表す前記情報は、充電器についての端末使用状態を表す情報を含み、前記
獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常でない
電源オン操作により電源オンされていると前記判定する動作は、端末機器の充電器インタ
ーフェースに充電器が全く接続されていない状態であることを、前記充電器についての端
末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作によ
り電源オンされていると判定する動作を含むことを特徴とする。
【００１１】
　上述した本発明に係る第１の側面、当該第１の側面を実現可能な第１の実装形態、当該
第１の側面を実現可能な第２の実装形態、当該第１の側面を実現可能な第３の実装形態、
当該第１の側面を実現可能な第４の実装形態または第１の側面を実現可能な第５の実装形
態の何れかと組み合わせて実施するために、上述した本発明に係る第１の側面を実現可能
な第６の実装形態においては、前記端末機器の電源オフ動作を制御するための具体的な動
作は、前記端末機器の電源がオン状態にされた後であって、かつ前記端末機器の使用状態
を表す前記情報を獲得する前の時点においてタイマーによる時間計測を開始し、さらに、
前記タイマーにより計測した期間が事前に設定された時間計測期間に達したならば、前記
端末機器を制御して電源オフ動作を実行することにより実現されることを特徴とする。
【００１２】
　上述した本発明に係る第１の側面の実現可能な第６の実装形態と組み合わせて実施する
ために、上述した本発明に係る第１の側面を実現可能な第７の実装形態においては、前記
獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常でない
電源オン操作により電源オンされていると前記判定された場合には、前記タイマーは動作
を終了させられ、再度初期化される。
【００１３】
　本発明に係る第２の側面においては、端末機器の電源オフ動作を制御するための装置が
開示され、当該装置は：前記端末機器が電源オンされた後に、前記端末機器の使用状態を
表す情報を獲得するように構成された獲得ユニット；前記獲得ユニットにより前記獲得さ
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れた前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常でない電源オ
ン操作により電源オンされていると判定するように構成された検出ユニット；および、前
記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていることを、前記検出ユニッ
トが前記判定したならば、前記端末機器を制御して電源オフ動作を実行する制御ユニット
；を含むことを特徴とする構成を採る。
【００１４】
　上述した本発明に係る第２の側面と組み合わせて実施するために、上述した本発明に係
る第２の側面を実現可能な第１の実装形態においては、前記獲得ユニットが獲得する前記
端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、ＳＩＭ（Subscriber　Identity　Mo
dule）カードについての端末使用状態を表す情報を含むことを特徴とし、前記検出ユニッ
トは、具体的には、前記端末機器にＳＩＭカードが全く挿入されていない状態であること
を、前記ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末
機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されてい
ることを特徴とする。
【００１５】
　上述した本発明に係る第２の側面または当該第２の側面を実現可能な第１の実装形態と
組み合わせて実施するために、上述した本発明に係る第２の側面を実現可能な第２の実装
形態においては、前記獲得ユニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は
、具体的には、ＷｉＦｉ（Wireless　Fidelity）ユーザの数についての端末使用状態を表
す情報を含むことを特徴とし、前記検出ユニットは、具体的には、、前記端末機器にアク
セスしているＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態であることを、前記ＷｉＦｉユーザの
数についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電
源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されていることを特徴とする
。
【００１６】
　上述した本発明に係る第２の側面、当該第２の側面を実現可能な第１の実装形態、また
は当該第２の側面を実現可能な第２の実装形態の何れかと組み合わせて実施するために、
上述した本発明に係る第２の側面を実現可能な第３の実装形態においては、前記獲得ユニ
ットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈを介してアクセスしているユーザの数についての端末使用状態を表す情報を含むこと
を特徴とし、前記検出ユニットは、具体的には、前記端末機器をアクセスしているＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈユーザが全く存在しない状態であることを、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介し
てアクセスしているユーザの数についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、
前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成
されていることを特徴とする。
【００１７】
　上述した本発明に係る第２の側面、当該第２の側面を実現可能な第１の実装形態、当該
第２の側面を実現可能な第２の実装形態または当該第２の側面を実現可能な第３の実装形
態の何れかと組み合わせて実施するために、上述した本発明に係る第２の側面を実現可能
な第４の実装形態においては、前記獲得ユニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表
す前記情報は、具体的には、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）インターフェースについ
ての端末使用状態を表す情報を含むことを特徴とし、前記検出ユニットは、具体的には、
端末機器のＵＳＢインターフェースに外部接続機器が全く接続されていない状態であるこ
とを、前記ＵＳＢインターフェースについての端末使用状態を表す情報が示しているなら
ば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように
構成されていることを特徴とする。
【００１８】
　上述した本発明に係る第２の側面、当該第２の側面を実現可能な第１の実装形態、当該
第２の側面を実現可能な第２の実装形態、当該第２の側面を実現可能な第３の実装形態ま
たは当該第２の側面を実現可能な第４の実装形態の何れかと組み合わせて実施するために
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、上述した本発明に係る第２の側面を実現可能な第５の実装形態においては、前記獲得ユ
ニットが獲得する前記端末機器の使用状態を表す前記情報は、具体的には、充電器につい
ての端末使用状態を表す情報を含むことを特徴とし、前記検出ユニットは、具体的には、
端末機器の充電器インターフェースに充電器が全く接続されていない状態であることを、
前記充電器についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されていることを特
徴とする。
【００１９】
　上述した本発明に係る第２の側面、当該第２の側面を実現可能な第１の実装形態、当該
第２の側面を実現可能な第２の実装形態、当該第２の側面を実現可能な第３の実装形態、
当該第２の側面を実現可能な第４の実装形態または第２の側面を実現可能な第５の実装形
態の何れかと組み合わせて実施するために、上述した本発明に係る第２の側面を実現可能
な第６の実装形態においては、前記装置は：前記獲得ユニットが、前記端末機器の使用状
態を表す前記情報を前記獲得する前の時点においてタイマーによる時間計測を開始するよ
うに構成されたタイミング・ユニット；をさらに含んでおり、前記制御ユニットは、前記
タイマーにより計測した期間が事前に設定された時間計測期間に達したならば、前記端末
機器を制御して電源オフ動作を実行するように具体的に構成されており、前記タイミング
・ユニットは、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると前記
検出ユニットが前記判定した場合には、前記タイマーの動作を終了させ、再度初期化する
ようにさらに構成される。
【００２０】
　端末機器の電源オフ動作を制御するために、本発明に係る複数の実施例によって開示さ
れる方法においては、端末機器は、電源オフの操作がされた後は、必ずしも常に電源オン
状態のままであるとは限らない。むしろ、本発明に係る実施例においては、当該端末機器
が正常でない電源オン操作により電源オンされた状態であるか否かが最初に検出され、当
該端末機器の梱包作業と輸送の過程において、不慮のミスにより電源スイッチに対して偶
発的にオン操作がされたことに起因して、当該端末機器が電源オン状態になっている場合
には、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」により電源オンされた状態であること
を検出可能であり、そのような場合には、当該端末機器を制御して電源オフ状態とし、そ
の結果として、「正常でない電源オン操作」により浪費されていたかもしれないバッテリ
ー容量を温存し、最初の電源オン操作がされた時点において、当該端末機器のバッテリー
容量が電源供給の必要性を満足させることを保証し、当該最初の電源オン操作による端末
起動の成功率を高めることが可能となる。
【００２１】
　本発明に係る実施例における技術的解決法あるいは本発明と関連する先行技術について
一層明確に説明するために、本発明に係る実施例を図解するのに必要とされる添付図面が
以下において簡単に説明される。当然のことであるが、以下において簡単に説明する添付
図面は、本発明に係る実施例の幾つかを単に例示しているに過ぎず、当該技術分野におけ
る当業者は、格別の創意工夫を要することなく、これらの添付図面の記載から、本発明に
関し、図示されている実施例以外の他の実施例に対応する図面を導き出すことが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に係る一実施例に従って端末機器の電源オフ動作を制御するための方法を
説明する概略的なフローチャート
【図２】本発明に係るさらに別の実施例に従って端末機器の電源オフ動作を制御するため
の方法を説明する概略的なフローチャート
【図３】本発明に係るさらに別の実施例に従って端末機器の電源オフ動作を制御するため
の方法を説明する概略的なフローチャート
【図４】本発明に係る実施例として図３に示した方法において使用される端末機器の構造
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を図示する図式的なブロック図
【図５】本発明に係る一実施例に従って、端末機器の電源オフ動作を制御するための装置
の構造を図示する図式的なブロック図
【図６】本発明に係るさらに別の実施例に従って端末機器の電源オフ動作を制御するため
の装置の構造を図示する図式的なブロック図
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下の説明は、本発明に係る実施例に関する上述した添付図面を参照しながら、本発明
に係る実施例が教示する技術的解決法を明確かつ充分に開示する。当然のことであるが、
本発明に関して以下において後述される複数の実施例は、本発明について考え得る全ての
実施例を網羅するものではなく、本発明に係る実施例の一部を単に例示しているに過ぎな
い。当該技術分野における当業者が、格別の創意工夫をすることなく、本発明に関して以
下において後述する複数の実施例に基づいて想到することが可能なその他全ての実施例は
、本発明の権利保護範囲内に当然に含まれる。
【００２４】
　図１は、本発明に関して、端末機器の電源オフ動作を制御するための方法の一実施例を
示しており、当該実施例において実行される具体的な処理手順は以下のとおりである。
【００２５】
　処理ステップ１０１：端末機器の電源がオン状態となった後に、当該端末機器の使用状
態を表す情報を獲得し、当該端末機器の使用状態を表す情報に従って、当該端末機器が「
正常でない電源オン操作」によって電源オンされているか否かを判定するステップ。
【００２６】
　本発明に関するこの実施例においては、当該端末機器は、バッテリーが本体から分離さ
れていない装置の中で、無線通信機能を有し、バッテリーにより駆動されるルータ型の端
末機器またはこれとは別のタイプの端末機器であり、当該端末機器の具体例としては、例
えば、携帯電話やタブレット型コンピュータ等のような可搬型モバイル端末などが挙げら
れる。
【００２７】
　当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンされているか否かを判定
するために、まず最初に、当該端末機器の使用状態を表す情報が獲得され、当該端末機器
の使用状態に関する当該情報が、「正常でない電源オン操作」に関して事前に設定された
情報と一致している場合には、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源
オンされていると判定する。
【００２８】
　上記のように獲得することが可能な当該端末機器の使用状態に関する当該情報には、複
数の異なるタイプの情報が含まれるので、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」に
よって電源オンされているか否かを判定するために、端末使用状態に関する何れか一つの
タイプの情報を使用する、又は端末使用状態に関する複数の異なるタイプの情報を同時に
使用することが可能である。当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オ
ンされていることを迅速に検出することを目的として、端末使用状態に関する一つのタイ
プの情報だけを獲得するようにすることが可能である。例えば、加入者識別モジュールで
あるＳＩＭ（Subscriber　Identity　Module）についてのみ端末使用状態を表す情報を獲
得することが可能であり、この場合、ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報を
使用して、当該端末機器にＳＩＭカードが挿入されているか否かを識別することが可能で
ある。すなわち、ＳＩＭカードが当該端末機器に全く挿入されていない状態が、「正常で
ない電源オン操作」による電源オン状態を表しており、ＳＩＭカードについての端末使用
状態を表す情報が、このような「正常でない電源オン操作」による電源オン状態を表す情
報と一致する場合には、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンさ
れていると判定する。当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンされ
ていることを判定する際の判定精度を向上させることを目的として、端末使用状態に関す



(10) JP 2015-504277 A 2015.2.5

10

20

30

40

50

る複数の異なるタイプの情報を同時に獲得することが可能である。例えば、ＳＩＭカード
についての端末使用状態を表す情報に加えて、端末使用状態に関する以下のようなタイプ
の情報の中の少なくとも一つを併せて獲得することが可能である。（１）第１のタイプは
、ＷｉＦｉ（Wireless　Fidelity）ユーザの数についての端末使用状態を表す情報であり
、この場合、ＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報は、アクセス中のＷ
ｉＦｉユーザが存在するか否かを識別するために使用される。（２）第２のタイプは、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザの数についての端末使用状態を表す情
報であり、この場合、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈユーザの数についての端末使用状態を表す情報
は、アクセス中のＢｌｕｅｔｏｏｔｈユーザが存在するか否かを識別するために使用され
る。（３）第３のタイプは、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）インターフェースについ
ての端末使用状態を表す情報であり、この場合、ＵＳＢインターフェースについての端末
使用状態を表す情報は、端末機器のＵＳＢインターフェースに外部接続機器が接続されて
いるか否かを識別するために使用される。（４）第４のタイプは、充電器についての端末
使用状態を表す情報であり、この場合、充電器についての端末使用状態を表す情報は、端
末機器の充電器インターフェースに充電器が接続されているか否かを識別するために使用
される。
【００２９】
　上記のように獲得された当該端末機器の使用状態に関する当該情報が、ＷｉＦｉユーザ
の数についての端末使用状態を表す情報をさらに含んでいる場合には、当該端末機器の使
用状態に関する当該情報が、「正常でない電源オン操作」に関して事前に設定された情報
と一致する場合とは、アクセス中のＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態が、「正常でな
い電源オン操作」による電源オン状態を表しており、ＷｉＦｉユーザの数についての端末
使用状態を表す情報が、このような「正常でない電源オン操作」による電源オン状態を表
す情報と一致する場合である。上記のように獲得された当該端末機器の使用状態に関する
当該情報が、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザの数についての端末使
用状態を表す情報をさらに含んでいる場合には、当該端末機器の使用状態に関する当該情
報が、「正常でない電源オン操作」に関して事前に設定された情報と一致する場合とは、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザが全く存在しない状態が、「正常で
ない電源オン操作」による電源オン状態を表しており、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアク
セスしているユーザの数についての端末使用状態を表す情報が、このような「正常でない
電源オン操作」による電源オン状態を表す情報と一致する場合である。上記のように獲得
された当該端末機器の使用状態に関する当該情報が、ＵＳＢインターフェースについての
端末使用状態を表す情報をさらに含んでいる場合には、当該端末機器の使用状態に関する
当該情報が、「正常でない電源オン操作」に関して事前に設定された情報と一致する場合
とは、端末機器のＵＳＢインターフェースに外部接続機器が全く接続されていない状態が
、「正常でない電源オン操作」による電源オン状態を表しており、ＵＳＢインターフェー
スについての端末使用状態を表す情報が、このような「正常でない電源オン操作」による
電源オン状態を表す情報と一致する場合である。上記のように獲得された当該端末機器の
使用状態に関する当該情報が、充電器についての端末使用状態を表す情報をさらに含んで
いる場合には、当該端末機器の使用状態に関する当該情報が、「正常でない電源オン操作
」に関して事前に設定された情報と一致する場合とは、端末機器の充電器インターフェー
スに充電器が全く接続されていない状態が、「正常でない電源オン操作」による電源オン
状態を表しており、ＵＳＢインターフェースについての端末使用状態を表す情報が、この
ような「正常でない電源オン操作」による電源オン状態を表す情報と一致する場合である
。
【００３０】
　加えて、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンされているか否
かを検出するのに要する検出時間が長くなるのを避けるために、事前に設定された時間期
間セグメントを設定することが可能であり、こうすることによって、当該事前に設定され
た時間期間セグメントの期間内で上述した検出手順の実行を完了させるようにすることが
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可能である。このような時間期間セグメントは、サービス持続時間および端末機器の待ち
時間を参照しながら設定することが可能であり、このような時間期間セグメントの長さの
決め方は、本発明に関して上述した実施例に限定されるものではない。当該事前に設定さ
れた時間期間セグメントによる上述した検出実行時間の制限機能は、タイマーに対して時
間計測期間を設定することにより、実現することが可能である。従って、上述した検出手
順は、当該端末機器の電源がオンされた後に、タイマーによる時間計測を開始するステッ
プと、タイマーにより時間計測している期間内において、当該端末機器が「正常でない電
源オン操作」によって電源オンされているか否かを検出するステップとを含んでいる。
【００３１】
　処理ステップ１０２：当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンさ
れていると判定した後に、当該端末機器を制御して当該端末機器の電源をオフにする。
【００３２】
　当該端末機器の電源がオンされたならば、タイマーによる時間計測が開始され、当該端
末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンされているか否かが検出され、当
該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンされていると判定され、かつ
、事前に設定された時間計測期間が満了した時点において、当該端末機器の電源をオフに
するための端末制御が実行される。加えて、当該時間計測期間内において、当該端末機器
の電源が正常にオンされていたならば、上述した検出手順は前もって終了させられ、タイ
マーは動作を終了させられ、再度初期化される。
【００３３】
　上記説明から分かるとおり、端末機器の電源オフ動作を制御するために、本発明に係る
複数の実施例によって開示される方法においては、端末機器は、電源オフの操作がされた
後は、必ずしも常に電源オン状態のままであるとは限らない。むしろ、本発明に係る実施
例においては、当該端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされた状態である
か否かが最初に検出され、当該端末機器の梱包作業と輸送の過程において、不慮のミスに
より電源スイッチに対して偶発的にオン操作がされたことに起因して、当該端末機器が電
源オン状態になっている場合には、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」により電
源オンされた状態であることを検出可能であり、そのような場合には、当該端末機器を制
御して電源オフ状態とし、その結果として、「正常でない電源オン操作」により浪費され
ていたかもしれないバッテリー容量を温存し、最初の電源オン操作がされた時点において
、当該端末機器のバッテリー容量が電源供給の必要性を満足するようにし、当該最初の電
源オン操作による端末起動の成功率を高めることが可能となる。
【００３４】
　図２は、本発明に関して、端末機器の電源オフ動作を制御するための方法を実施するた
めのさらに別の実施例を図示しており、この実施例では、ＳＩＭカードについての端末使
用状態を表す情報を獲得することによって、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」
によって電源オンされているか否かが検出される。この実施例において実行される具体的
な処理手順は以下のとおりである。
【００３５】
　処理ステップ２０１：当該端末機器の電源がオンされた後に、ＳＩＭカードについての
端末使用状態を表す情報を、当該端末機器について獲得する。
【００３６】
　通常の場合であれば、正常に電源がオンされた端末機器の本体には、ＳＩＭカードが挿
入されているはずである。そこで、本実施例においては、ＳＩＭカードについての端末使
用状態を表す情報を獲得することが可能であり、当該ＳＩＭカードについての当該端末使
用状態を表す情報を使用して、端末機器本体にＳＩＭカードが挿入されているか否かが識
別される。その結果、上記のとおり獲得されたＳＩＭカードについての端末使用状態を表
す情報に従って、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンされてい
るか否かが判定される。
【００３７】
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　処理ステップ２０２：ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す当該端末機器の情報
に従って、端末機器本体にＳＩＭカードが挿入されているか否かを判定し、挿入されてい
れば、処理ステップ２０３に進み、そうでなければ、処理ステップ２０４に進む。
【００３８】
　ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報の具体的内容と、当該ＳＩＭカードに
ついて識別された個々の端末使用状態との間の対応関係は、以下の表１に示すとおりとす
ることが可能である。
【００３９】
【表１】

　表１の記載から分かるとおり、ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報の値が
「０」であるならば、ＳＩＭカードが挿入されている状態を表しており、ＳＩＭカードに
ついての端末使用状態を表す情報の値が「１」であるならば、ＳＩＭカードが全く挿入さ
れていない状態を表している。
【００４０】
　処理ステップ２０３：当該端末機器の電源が正常にオンされていると判断し、電源オン
状態をそのまま維持する。
【００４１】
　処理ステップ２０４：当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンさ
れていると判断し、当該端末機器を制御して当該端末機器の電源をオフにする。
【００４２】
　本発明に関して上述した実施例においては、タイマーによる時間計測が開始されたなら
ば、当該タイマーによる時間計測期間内において、当該ＳＩＭカードについての端末使用
状態を表す情報を周期的に獲得することが可能であり、ＳＩＭカードが全く挿入されてい
ないことを、当該時間計測期間内において獲得された当該ＳＩＭカードについての端末使
用状態を表す情報が表している場合には、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」に
よって電源オンされていると判断する。
【００４３】
　上述した説明から分かるとおり、端末機器の電源オフ動作を制御するための方法の実施
例として、本発明に係る上記実施例が開示する方法は、最初の電源オン操作がされた時点
で残存している当該端末機器のバッテリー容量が充分であることを保証し、その結果とし
て、当該最初の電源オン操作による端末起動の成功率を高めるという効果のみならず、Ｓ
ＩＭカードについての端末使用状態を表す情報を獲得することにより、「正常でない電源
オン操作」に起因する電源オン状態を検出する仕組みとして、単純で効率的な検出手順を
実現することが出来る。
【００４４】
　図３は、本発明に関して、端末機器の電源オフ動作を制御するための方法を実施するた
めのさらに別の実施例を図示しており、この実施例では、当該端末機器は、無線通信機能
を有し、バッテリーにより駆動されるルータ型の端末機器であり、端末機器が「正常でな
い電源オン操作」により電源オンされているか否かを検出する手順の実行を、タイマーに
より時間計測が行われている期間内で完了するようにし、当該端末機器が「正常でない電
源オン操作」により電源オンされているか否かを検出する手順の実行期間中において獲得
される端末使用状態に関する情報は、、ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報
とＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報の両方を含んでいる。この実施
例において実行される具体的な処理手順は以下のとおりである。
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【００４５】
　処理ステップ３０１：端末機器の電源がオンされた後に、タイマーによる時間計測を開
始する。
【００４６】
　具体的には、端末機器が電源オンの状態になった後の初期化動作中に、タイマーによる
時間計測が開始される。
【００４７】
　本実施例においては、タイマーによる時間計測の期間は、必要に応じて事前に設定する
ことが可能である。例えば、上述した時間計測の期間の長さは、サービス持続時間や端末
機器の待ち時間を参照しながら事前に設定することが可能である。本発明においては、上
述した時間計測の期間の長さの決め方は、特定の決め方に限定されるものではなく、上述
した時間計測の期間の長さは、例えば、１分、２分または３分などの長さに事前設定する
ことが可能である。
【００４８】
　処理ステップ３０２：ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報とＷｉＦｉユー
ザの数についての端末使用状態を表す情報を獲得する。
【００４９】
　ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報の値が「０」であるならば、ＳＩＭカ
ードが挿入されている状態を表しており、ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情
報の値が「１」であるならば、ＳＩＭカードが全く挿入されていない状態を表している。
ＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報の値が「０」であるならば、アク
セス中のＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態を表しており、ＷｉＦｉユーザの数につい
ての端末使用状態を表す情報の値が「１」であるならば、アクセス中のＷｉＦｉユーザが
存在している状態を表している。
【００５０】
　当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンされているか否かを判定
するために、端末機器の使用状態を表す情報として、端末使用状態に関する複数の異なる
タイプの情報を同時に含んだ情報を獲得することが可能であるが、上述した複数の異なる
タイプの情報は、ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報とＷｉＦｉユーザの数
についての端末使用状態を表す情報の２者だけに限られず、ＳＩＭカードについての端末
使用状態を表す情報に加えて、以下に列挙するタイプの端末使用状態情報を含み得ること
に留意されたい。（１）第１のタイプは、ＷｉＦｉ（Wireless　Fidelity）ユーザの数に
ついての端末使用状態を表す情報である。（２）第２のタイプは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを
介してアクセスしているユーザの数についての端末使用状態を表す情報である。（３）第
３のタイプは、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）インターフェースについての端末使用
状態を表す情報である。（４）第４のタイプは、充電器についての端末使用状態を表す情
報である。本実施例においては、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電
源オンされているか否かを検出するために、上述した複数の異なるタイプの端末使用状態
情報のうち、どのようなタイプを組み合わせを使用するかに関しては、特定の組み合わせ
に限定されるものではない。
【００５１】
　処理ステップ３０３：上記のとおり獲得された端末機器の使用状態を表す情報に従って
、端末本体にＳＩＭカードが挿入されておらず、しかもアクセス中のＷｉＦｉユーザが全
く存在しない状態であるか否かを判定し、そのような状態であれば、処理ステップ３０４
に進み、そのような状態でなければ、処理ステップ３０６に進む。
【００５２】
　処理ステップ３０４：タイマーによる時間計測期間が満了したか否かを判定し、満了し
ていれば処理ステップ３０５に進み、満了していなければ、処理ステップ３０２に戻る。
【００５３】
　処理ステップ３０５：当該端末機器が「正常でない電源オン操作」によって電源オンさ
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れていると判断し、当該端末機器を制御して当該端末機器の電源をオフにする。
【００５４】
　当該端末機器を制御して当該端末機器の電源をオフにした後の状態は、端末内に内蔵さ
れているバッテリーが端末本体への電源供給を停止した状態であるので、端末内のバッテ
リー容量の節約につながる。
【００５５】
　処理ステップ３０６：既存のタイマーの動作を停止させて無効化し、端末機器を制御し
て端末機器を通常どおりに使用できるような状態にする。
【００５６】
　上述した説明から分かるとおり、端末機器の電源オフ動作を制御するための方法の実施
例として、本発明に係る上記実施例が開示する方法は、最初の電源オン操作がされた時点
で残存している当該端末機器のバッテリー容量が充分であることを保証し、その結果とし
て、当該最初の電源オン操作による端末起動の成功率を高めるという効果のみならず、Ｓ
ＩＭカードについての端末使用状態を表す情報とＷｉＦｉユーザの数についての端末使用
状態を表す情報の両者を獲得することにより、端末機器が「正常でない電源オン操作」に
より電源オンされているか否かを判定する際の判定の正確性を一層向上させ、その結果と
して、端末機器の電源のオフ動作を制御する際の制御の正確性を向上させることが出来る
。
【００５７】
　図４は、本発明に係る実施例として図３に示した方法において使用される端末機器の構
造を図示する図式的なブロック図であり、当該端末機器は、プロセッサ４０１、ＷｉＦｉ
ユニット４０２、ＳＩＭカード・ユニット４０３、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈユニット４０４、
ＵＳＢインターフェース・ユニット４０５および充電器インターフェース・ユニット４０
６を含んでおり、端末機器を構成するこれらの物理的構成部品に基づいて、端末機器の電
源オフ動作を制御するための本発明に係る方法が実現される。
【００５８】
　ＷｉＦｉユニット４０２は、ＷｉＦｉユーザによるアクセス機能を実装するように構成
され、ＷｉＦｉユーザが現在アクセス中であることを検出した場合に、ＷｉＦｉユーザの
数についての端末使用状態を表す情報（例えば、アクセス中のＷｉＦｉユーザが全く存在
しない状態を表すために「０」の値を使用し、ＷｉＦｉユーザが現在アクセス中である状
態を表すために、「１」の値を使用する）を変更し、プロセッサ４０１に対して、ＷｉＦ
ｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報を通知し、すなわち、ＷｉＦｉユーザの
数についての端末使用状態を表す情報に変更操作を加えた後に、ＷｉＦｉユーザの数につ
いての端末使用状態を表す情報に対するイベント処理の発生をプロセッサ４０１に通知す
る。
【００５９】
　ＳＩＭカード・ユニット４０３は、端末機器本体とＳＩＭカードとの間の対話機能を実
装を実装するように構成され、ＳＩＭカードから得らる情報を読み出し、端末機器本体に
通知し、ＳＩＭカードが端末機器本体に挿入されていることを検出した際に、ＳＩＭカー
ドについての端末使用状態を表す情報（例えば、利用可能なＳＩＭカードが全く存在しな
い状態を表すために「０」の値を使用し、利用可能なＳＩＭカードが存在する状態を表す
ために、「１」の値を使用する）を変更し、プロセッサ４０１に対して、ＳＩＭカードに
ついての端末使用状態を表す情報を通知し、すなわち、ＳＩＭカードが端末機器本体に挿
入された旨の情報を追加した後に、ＳＩＭカードについての端末使用状態を表す情報に対
するイベント処理の発生をプロセッサ４０１に通知する。
【００６０】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈユニット４０４は、端末機器本体と別の機器との間のＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ接続機能を実装を実装するように構成され、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈユーザが現在アク
セス中であることを検出した場合に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユー
ザの数についての端末使用状態を表す情報（例えば、アクセス中のＢｌｕｅｔｏｏｔｈユ
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ーザが全く存在しない状態を表すために「０」の値を使用し、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈユーザ
が現在アクセス中である状態を表すために、「１」の値を使用する）を変更し、プロセッ
サ４０１に対して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザの数についての
端末使用状態を表す情報を通知し、すなわち、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスして
いるユーザの数を表す情報に変更操作を加えた後に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセ
スしているユーザの数についての端末使用状態を表す情報に対するイベント処理の発生を
プロセッサ４０１に通知する。
【００６１】
　ＵＳＢインターフェース・ユニット４０５は、ＵＳＢインターフェース機能を実装を実
装するように構成され、ＵＳＢインターフェースを介してデータを転送し、ＵＳＢインタ
ーフェースに外部接続機器が接続されていることを検出した際に、ＵＳＢインターフェー
スについての端末使用状態を表す情報（例えば、ＵＳＢインターフェースに外部接続機器
が全く接続されていない状態を表すために「０」の値を使用し、ＵＳＢインターフェース
に外部接続機器が接続されている状態を表すために、「１」の値を使用する）を変更し、
プロセッサ４０１に対して、ＵＳＢインターフェースについての端末使用状態を表す情報
を通知し、すなわち、ＵＳＢインターフェースに外部接続機器が接続された旨の情報を追
加した後に、ＵＳＢインターフェースについての端末使用状態を表す情報に対するイベン
ト処理の発生をプロセッサ４０１に通知する。
【００６２】
　充電器インターフェース・ユニット４０６は、充電器インターフェース機能を実装する
ために端末機器本体に充電器が接続されているか否かを検出を実装するように構成され、
充電器インターフェースに充電器が接続されたことを検出した際に、充電器についての端
末使用状態を表す情報（例えば、充電器インターフェースに充電器が全く接続されていな
い状態を表すために「０」の値を使用し、充電器インターフェースに充電器が接続されて
いる状態を表すために、「１」の値を使用する）を変更し、プロセッサ４０１に対して、
充電器インターフェースについての端末使用状態を表す情報を通知し、すなわち、充電器
インターフェースに充電器が接続された旨の情報を追加した後に、充電器インターフェー
スについての端末使用状態を表す情報に対するイベント処理の発生をプロセッサ４０１に
通知する。
【００６３】
　プロセッサ４０１は、本発明に係る実施例に従って、端末機器の電源オフ動作を制御す
るための方法を実行するように構成され、プロセッサ４０１の初期化動作の実行中にタイ
マーを使用した時間計測を開始し、当該タイマーにより時間計測が行われている期間中に
、ＷｉＦｉユニット４０２、ＳＩＭカード・ユニット４０３、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈユニッ
ト４０４、ＵＳＢインターフェース・ユニット４０５および充電器インターフェース・ユ
ニット４０６から端末機器の使用状態を表す情報を獲得し、端末機器の電源が正常にオン
操作されていることを検出した際に、プロセッサ４０１の初期化動作の実行中に動作開始
させたタイマーを停止して無効化し、さもなければ、当該タイマーにより計測された期間
の長さが所定の時間計測期間に到達した後に、端末機器を制御して端末機器の電源をオフ
にする。
【００６４】
　本発明において、端末機器の電源オフ動作を制御するための方法を実施するための上記
実施例に対応するさらに別の実施例として、端末機器の電源オフ動作を制御するための装
置の実施例が以下においてさらに後述される。
【００６５】
　図５は、本発明に係る一実施例に従って、端末機器の電源オフ動作を制御するための装
置の構造を図示し、当該装置は：前記端末機器が電源オンされた後に、前記端末機器の使
用状態を表す情報を獲得するように構成された獲得ユニット５０１；獲得ユニット５０１
により獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常
でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成された検出ユニット
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５０２；および、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされている状態
であることを検出ユニット５０２が前記判定したならば、前記端末機器を制御して電源オ
フ動作を実行する制御ユニット５０３；を具備する。
【００６６】
　一つの具体的な実装形態においては、獲得ユニット５０１が獲得する前記端末機器の使
用状態を表す前記情報は、具体的には、ＳＩＭ（Subscriber　Identity　Module）カード
についての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット５０２は、具体的には、
前記端末機器にＳＩＭカードが全く挿入されていない状態であることを、前記ＳＩＭカー
ドについての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電
源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されている。
【００６７】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット５０１が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、ＷｉＦｉ（Wireless　Fidelity）ユーザの数
についての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット５０２は、具体的には、
前記端末機器にアクセスしているＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態であることを、前
記ＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末
機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されてい
る。
【００６８】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット５０１が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしてい
るユーザの数についての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット５０２は、
具体的には、前記端末機器をアクセスしているＢｌｕｅｔｏｏｔｈユーザが全く存在しな
い状態であることを、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザの数につ
いての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン
操作により電源オンされていると判定するように構成されている。
【００６９】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット５０１が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）インター
フェースについての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット５０２は、具体
的には、端末機器のＵＳＢインターフェースに外部接続機器が全く接続されていない状態
であることを、前記ＵＳＢインターフェースについての端末使用状態を表す情報が示して
いるならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定す
るように構成されている。
【００７０】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット５０１が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、充電器についての端末使用状態を表す情報を
含んでおり、検出ユニット５０２は、具体的には、端末機器の充電器インターフェースに
充電器が全く接続されていない状態であることを、前記充電器についての端末使用状態を
表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンさ
れていると判定するように構成されている。
【００７１】
　本発明の実施のために、上述した複数の具体的実装形態を組み合わせることが可能であ
ることに留意されたい。例えば、獲得ユニット５０１は、ＳＩＭカードについての端末使
用状態を表す情報とＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報の両者を同時
に獲得することが可能であり、端末本体にＳＩＭカードが全く挿入されておらず、しかも
アクセス中のＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態であると判定した際に、検出ユニット
５０２は、端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判断する。
【００７２】
　上述した説明から分かるとおり、端末機器の電源オフ動作を制御するための装置の実施
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例として、本発明に係る上記実施例が開示する装置を使用する場合、端末機器は、電源オ
フの操作がされた後は、必ずしも常に電源オン状態のままであるとは限らない。むしろ、
本発明に係る実施例においては、当該端末機器が正常でない電源オン操作により電源オン
された状態であるか否かが最初に検出され、当該端末機器の梱包作業と輸送の過程におい
て、不慮のミスにより電源スイッチに対して偶発的にオン操作がされたことに起因して、
当該端末機器が電源オン状態になっている場合には、当該端末機器が「正常でない電源オ
ン操作」により電源オンされた状態であることを検出可能である。その場合、検出ユニッ
ト５０２は、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」により電源オンされた状態であ
ることを検出し、制御ユニット５０３は、当該端末機器を制御して当該端末機器の電源を
オフにする。その結果として、本発明は、「正常でない電源オン操作」により浪費されて
いたかもしれないバッテリー容量を温存し、最初の電源オン操作がされた時点において、
当該端末機器のバッテリー容量が電源供給の必要性を満足させることを保証し、当該最初
の電源オン操作による端末起動の成功率を高めることが可能となる。
【００７３】
　図６は、本発明に係るさらに別の実施例に従って、端末機器の電源オフ動作を制御する
ための装置の構造を図示し、当該装置は：端末機器の電源がオン状態となった後に、タイ
マーによる時間計測を開始するように構成されたタイミング・ユニット６０１；タイミン
グ・ユニット６０１が前記タイマーによる時間計測を開始した後に、端末機器の使用状態
を表す情報を獲得するように構成された獲得ユニット６０２；獲得ユニット６０２により
獲得された前記端末機器の使用状態を表す前記情報に従って、前記端末機器が正常でない
電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成された検出ユニット６０３
；および、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされている状態である
ことを検出ユニット６０３が前記判定し、かつ、タイミング・ユニット６０１により前記
タイマーを使用して計測が開始された計測時間の長さが、事前に設定された時間計測期間
に到達したならば、前記端末機器を制御して電源オフ動作を実行する制御ユニット６０４
；を具備し、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされている状態では
ないことを前記検出ユニット６０３が検出した場合には、タイミング・ユニット６０１は
、前記タイマーを停止させて無効化するように構成されている。
【００７４】
　一つの具体的な実装形態においては、獲得ユニット６０２が獲得する前記端末機器の使
用状態を表す前記情報は、具体的には、ＳＩＭ（Subscriber　Identity　Module）カード
についての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット６０３は、具体的には、
前記端末機器にＳＩＭカードが全く挿入されていない状態であることを、前記ＳＩＭカー
ドについての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電
源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されている。
【００７５】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット６０２が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、ＷｉＦｉ（Wireless　Fidelity）ユーザの数
についての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット６０３は、具体的には、
前記端末機器にアクセスしているＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態であることを、前
記ＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末
機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定するように構成されてい
る。
【００７６】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット６０２が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしてい
るユーザの数についての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット６０３は、
具体的には、前記端末機器をアクセスしているＢｌｕｅｔｏｏｔｈユーザが全く存在しな
い状態であることを、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを介してアクセスしているユーザの数につ
いての端末使用状態を表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン
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操作により電源オンされていると判定するように構成されている。
【００７７】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット６０２が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）インター
フェースについての端末使用状態を表す情報を含んでおり、検出ユニット６０３は、具体
的には、端末機器のＵＳＢインターフェースに外部接続機器が全く接続されていない状態
であることを、前記ＵＳＢインターフェースについての端末使用状態を表す情報が示して
いるならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判定す
るように構成されている。
【００７８】
　さらに別の具体的な実装形態においては、獲得ユニット６０２が獲得する前記端末機器
の使用状態を表す前記情報は、具体的には、充電器についての端末使用状態を表す情報を
含んでおり、検出ユニット６０３は、具体的には、端末機器の充電器インターフェースに
充電器が全く接続されていない状態であることを、前記充電器についての端末使用状態を
表す情報が示しているならば、前記端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンさ
れていると判定するように構成されている。
【００７９】
　本発明の実施のために、上述した複数の具体的実装形態を組み合わせることが可能であ
ることに留意されたい。例えば、獲得ユニット６０２は、ＳＩＭカードについての端末使
用状態を表す情報とＷｉＦｉユーザの数についての端末使用状態を表す情報の両者を同時
に獲得することが可能であり、端末本体にＳＩＭカードが全く挿入されておらず、しかも
アクセス中のＷｉＦｉユーザが全く存在しない状態であると判定した際に、検出ユニット
６０３は、端末機器が正常でない電源オン操作により電源オンされていると判断する。
【００８０】
　上述した説明から分かるとおり、端末機器の電源オフ動作を制御するための装置の実施
例として、本発明に係る上記実施例が開示する装置を使用する場合、端末機器は、電源オ
フの操作がされた後は、必ずしも常に電源オン状態のままであるとは限らない。むしろ、
本発明に係る実施例においては、当該端末機器が正常でない電源オン操作により電源オン
された状態であるか否かが最初に検出され、当該端末機器の梱包作業と輸送の過程におい
て、不慮のミスにより電源スイッチに対して偶発的にオン操作がされたことに起因して、
当該端末機器が電源オン状態になっている場合には、当該端末機器が「正常でない電源オ
ン操作」により電源オンされた状態であることを検出可能である。その場合、検出ユニッ
ト５０２は、当該端末機器が「正常でない電源オン操作」により電源オンされた状態であ
ることを検出し、制御ユニット５０３は、当該端末機器を制御して当該端末機器の電源を
オフにする。その結果として、本発明は、「正常でない電源オン操作」により浪費されて
いたかもしれないバッテリー容量を温存し、最初の電源オン操作がされた時点において、
当該端末機器のバッテリー容量が電源供給の必要性を満足させることを保証し、当該最初
の電源オン操作による端末起動の成功率を高めることが可能となる。
【００８１】
　当該技術分野における当業者であれば、本明細書中に開示された複数の実施例において
上述した複数の例示的な装置や方法などと組み合わせる形で、複数の機能ユニットやアル
ゴリズム処理ステップを電子的ハードウェア、コンピュータ・ソフトウェアまたはこれら
を組み合わせたものにより実装することが可能である。ハードウェアによる実装形態とソ
フトウェアによる実装形態との間の交換可能性について明確に述べるために、上述した説
明においては、本発明において実現されるべき複数の機能に従って、各具体例は、複数の
機能部分又は複数の処理ステップとして一般化された形で記述されている。本発明におい
て実現されるべき当該複数の機能がハードウェアにより実行されるか、ソフトウェアとし
て実行されるかは、本発明に関して上述した技術的解決法を実施する際の特定用途や設計
上の制約条件に依存している。当該技術分野における当業者は、本発明の技術的範囲から
逸脱することなしに、上述した特定用途の各々に関して記述された複数の機能を実装する
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ための異なる方法を採用することも可能である。
【００８２】
　本明細書中で述べた複数の実施例と組み合わせる形で、本明細書中で上述した方法を構
成する処理ステップやアルゴリズムは、ハードウェアを使用して直接実行される形態とし
ても、プロセッサにより実行されるソフトウェア・モジュールとしても、あるいはこれら
を組み合わせたものとしても実装することが可能である。
【００８３】
　本発明に係る複数の実施例を開示している本明細書中の上記説明は、当該技術分野にお
ける当業者であれば、本発明を実施することが出来るようにするために記述されている。
これら複数の実施例に対する複数の修正は、当該技術分野における当業者にとっては自明
な事項である。本発明において規定される基本原理は、本発明の技術的範囲から逸脱する
ことなしに、上記以外の他の実施例においても実施することが可能である。従って、本発
明の技術的範囲は、本明細書中で上述してきた実施例だけに限定されるものではなく、本
発明の技術的範囲は、本明細書が開示する基本原理と新規なアイデアと整合している最も
広い範囲に及ぶものである。
【００８４】
　本明細書において上述した複数の実施例は、本発明に関して考え得る実施例の中のほん
の一部であるが、この事は、本明細書において上述した複数の実施例により、本発明の技
術的範囲が限定解釈されることを意図するものではない。本発明に係る複数の実施例から
理解される技術思想と基本原理の範囲内において本発明に係る実施例に対して成された如
何なる修正、均等物による置換、または技術的改良による結果であっても本発明の権利保
護範囲内に含まれている。
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【要約の続き】
も知れないバッテリー容量を温存し、最初の電源オン操作がされた時点において、端末機器のバッテリー容量が電源
供給の必要性を満足させることを保証し、当該最初の電源オン操作による端末起動の成功率を高めることが可能とな
る。
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